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3次元位置情報基盤の位置づけ
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（１）共通基盤の定義

2

● 絶対精度：10cm～30cm
● 相対精度：1cm

・整備要求の早い道路からまず
は整備

・精度は、安全運転支援・自動走
行でレーン管理が可能なレベル
ナビゲーションでは、段差等も
把握可能なレベル（相対精度）

・道路以外については、道路での
3次元普及状況を踏まえて、次
のステップにて検討

※ 絶対精度：地球上のどこの位置（座標値）かを求める際の精度。日本では、国土地理院が定める国の座標に対しての精度が重要となる。
相対精度：相対位置関係でだされる精度。道路の幅や段差など相対関係で距離などを求める際の精度。

3次元レーザ点群 カメラ画像

各サービス分野で共通して
使用するベクトルデータ

（歩車道境界 等）

縁石が不明な
場合は路側線

歩車道境界（縁石）

【データ提供：アイサンテクノロジー（株）、三菱電機（株）】

3次元位置情報基盤とは
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【自動運転の場合の例】
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共通基盤 ３次元レーザ点群＋画像＋各サービス分野で共通して

使用するベクトルデータ

絶対精度：10～30cm、相対精度：1cm

Ａ
者

Ｂ
者

Ｃ
者

データ加工

動的情報
交通規制情報
（警察・公共等）

一般ユーザ

推進母体

自動車メーカ

（２）共通基盤データ提供モデル（案）

3次元位置情報基盤とは


